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研究成果の概要（和文）： 
この研究では，これまでの研究及びプロジェクトを発展させ，既存の教科書をもとにした大規

模語学用リッチコンテンツ生成システムを外国語教育一般に拡張するとともに，AJAXを用いて教

材の自由なカスタマイズを可能にし，現代GPで普及を図っている外国人の日本語学習者と日本人

の外国語学習者との協調学習環境を整備することによって，語学学習の革新を図ることにある。 

すなわち，研究目的は，次の三つにまとめることができる。 

（1）現代GP「ｅ－日本語」の教材生成システムを拡張し，その適用範囲を拡げること（多言

語対応） 

（2）AJAXを積極的に活用することによって，クラス単位での教案，独自教育の実施を容易に

することによって，利用者数を増やすことまた，オープンソース（OSS）として公開すること（

AJAX活用） 

（3）外国語教材及び協調学習環境を拡充することによって日本語を学ぶ外国人と外国語を学

ぶ日本人との協調学習を実現できる環境整備を図ること（IJ共学） 

21年度は，英語版以外に中国語，タイ語，ベトナム語，セルビア語など10言語版を公開すると

ともに，システム環境を最新のRails2へ更新し，Ajax部分に関しても，Google Closureライブラ

リに更新した。また，Web会議機能を開発し，学習管理システム(LMS)への組み込みを行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 In this research, we have extended the past research project to cover universal 
language educational requirements. Using AJAX, customizable language e-Learning 
environment was developed to support cooperative learning between foreign Japanese 
learners and Japanese foreign languages learners.  
 The research results can be summarized as follows: 
 1) To extend the contents generation system developed by e-nihongo project to cover 
general language education 
 2) Using AJAX, to develop customizable learning environment and to increase the 
users of the system 
 3) To realize the cooperative learning environment between foreign Japanese learner 
and Japanese foreign language learners. 
 We have opened Japanese e-Learning site with 10 languages support which includes 
Simplified Chinese, Traditional Chinese, Arabic, Malaysian, Thai, Vietnamese, 
Serbian, Indonesian, Polish, and English. Further, we modernized the system 
environments.  AJAX part now is based on Google Closure library and we developed 
Web conferencing system for inter country cooperation.  
 



交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
19 年度 7,700,000 2,250,000 9,950,000 

20 年度 13,100,000 3,930,000 17,030,000 

21 年度 5,100,000 1,530,000 6,630,000 

年度  

  年度  

総 計 25,900,000 7,710,000 33,610,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・教育工学 
キーワード：e-ラーニング 
 
１．研究開始当初の背景 
LL，CALL，語学用 AV 教室など大学では語
学用の特別な教室や装置を用意しているこ
とから，大学における語学教育を革新するた
めに，上述の 21 世紀 COE 及び基盤（A）で
は，語学教育に焦点を絞り，e-Learning シス
テム及びコンテンツの開発を始めた。 
 21 世紀 COE では，教材執筆から始めたた
め，教材の全体像がなかなか見えてこなかっ
たことから，基盤（A）では，日本語に焦点
を絞ることとした。すなわち，本学留学生日
本語教育センターでは，日本語を全く学んだ
ことのない国費留学生に対して，1 年間の集
中日本語教育を行い，1 年間でゼロから大学
教育が受けられるまでの日本語教育を実施
している。 
 この教育は，学期毎に「初級」，「中級」，「上
級」と分けられ，それぞれ 300 時間程度の学
習時間， 
総計900時間分の教材をセンターで開発して
いる。教材の規模を前ページ図に示す。 
 平成 14 年度当初は，WebCT，Blackboard，
Moodleなど既存の e-Learningシステムを調
査するとともに，当時最も評価の高かった
WebCT については，システム導入を行い，
評価を行った。 
 しかし，（1）既存の大規模教科書のコンテ
ンツ化及び（2）右図のような語学教育で必
要とするマルチメディアのリッチコンテン
ツの生成への対応ができないことから，独自
にコンテンツ生成システムを開発するとと
もに，LMS に関しても，LL，CALL 機能を
サポートするシステムを独自開発すること
とした。 
 基盤（A）での研究開発では，平成 14 年度
から 16 年度にコンテンツ生成システムを開
発するとともに，平成 16 年度からは，LMS
の開発を行った。 

 開発は，当初，perl，Java，JavaScript，
PostgreSQL を用い，その後，PHP に一部変
更を行った。 
 2005 年 初 に AJAX （ Asynchronous 
JavaScript and XML）が発表され，Google 
suggest，Google Map などが発表されたこと

を受け，平成 17 年度に，AJAX，Ruby on 
Rails，MySQL 及び FlashMedia Server に
LMS の全面移行を行い，平成 18 年度に LL



を含む主要な機能開発を終了する予定であ
る。 
 また，平成 17 年度からの現代 GP では，
日本語教材コンテンツ及び LMS の開発を行
うとともに，世界各国の大学への普及活動を
行っている。平成 18 年 10 月 29 日 18：00
現在，ユーザ登録を行った利用者数は，829
名，日本国内を含め，全 26 か国（上位から，
ベトナム，日本，アメリカ，シンガポール）
からの利用がある。 
 また，JPLANG システムでは，当初より，
教科書の一括コンテンツ化とともに，クラス
ルームの教案の分離を行い，聴解課題など多
くの課題やテストがデータベースに蓄積さ
れてきている。 
 こうした人的ネットワーク，システム及び
教材の蓄積をより一層活用し，語学教育を革
新することが本学の使命であり，この研究開
発の目的である。 
3．研究期間内に何をどこまで明らかにしよ
うとするのか 
 研究目的（1）多言語対応としては，右図
のようになっている現在のコンテンツ生成
システム及びその前提となっている XML 
DTD を見直し，アジア及びヨーロッパの各
言語の語学教科書に対応できるようにする
とともに，自動化の範囲及びデザイン（CSS）
の分離範囲の拡大を行う。 
 研究目的（2）AJAX 対応としては，現在
主として学習履歴及び行動記録に用いてい
る AJAX の利用を拡大し，ドラッグドロップ
で教材の再編成及び課題・テストの再利用可
能なように拡張する。 
 研究目的（3）IJ 共学に関して，システム
としては，既に実装済みのサーバ側での録音
機能に加えて，ライブでの動画の集配信を含
むテレビ会議機能の実装を行う。また，日本
人が外国人に日本語を教えるとともに，逆に
外国語をオンラインで学ぶという IJ 共学に
パイロット的検討を行う。 
 また，記録しているログデータをもとに，
システムの評価及び見直しを行う。 
 
 
２．研究の目的 
教育でのコンピュータの利用は，1960 年代
の CAI に始まり，1990 年代には，Web ベー
スの e-Learning が企業内教育を中心に成功
を収め，企業教育では完全な実用段階を迎え
た。しかし，大学での e-Learning は必ずし
も十分な成功を収めているとはいえない。こ
の差は，企業内教育が独自教材を用いるのに
対して，学校教育ではシステムで十分なサポ
ートのない「教科書」を共有することも一因
といえよう。 
大学教育では多種多様な教科・教育が行われ
ている。その中で語学教育は，従来から LL

（ Language Laboratory ） や CALL
（ Computer Assisted Language 
Laboratory）が多くの大学に導入されている
ように，読み書きに加えて，聞く，話すとい
う「語学の 4 技能」の教育には，AV（Audio 
Visual）を含む，マルチメディアが必要とさ
れる一方，これら LL，CALL，AV などは，
言語の別なく，語学教育一般で利用すること
ができることがよく知られており，どの大学
でも何らかの装置や教室が導入されている。 
また，語学教育は，一般大学でも 1 年次 2 年
次に 2 か国語それぞれ 2 コマ以上，合計 8 コ
マ，全員必修のカリキュラムを必要とし，授
業時間数では卒業必要学習時間の 2割程度を
占める（外国語大学や外国語学部，文学部の
語学では最大 5 割程度を占める）。 
学校教育の場での e-Learning 導入の問題点
は，次のようにまとめることができる。まず，
（1）「教科書」と実際の教育との分離が十分
ではなく，一般には，e-Learning 教材の独自
開発が必要となり，十分な教材の確保が難し
いこと。（2）Web ベースシステムでは，十分
にこなれたユーザインタフェースが確保で
きないこと。（3）語学で必要とされるマルチ
メディアを含むリッチコンテンツのサポー
トが十分ではない。 
これまでこうした問題に，研究代表者を中心
に継続的な研究開発を行ってきた。21 世紀
COE「言語運用を基盤とする言語情報学拠
点」（H14～H18）では，17 言語の発音・会
話教材の開発を行い，基盤（A）「協調的ユビ
キタス多言語運用e-learning環境の研究」
（H14～H16）（研究代表者：芝野）では，最
も学内開発の教材が充実していた日本語に
教材開発を限定し，教材開発を行うとともに，
上記の問題を解決するため，独自のLMS
（Learning Management System）JPLANG
システムの開発を行った。JPLANGシステム
は，現代GP「ｅ－日本語―インターネットで
拡げる日本語の世界―」（H17～H19）（取組
担当者：芝野）に引き継ぎ，日本語教育
e-Learningに的を絞った形での研究開発を
行っている。（http://jplang.tufs.ac.jp/参照） 
 この研究では，上記の研究及びプロジェク
トを発展させ，既存の教科書をもとにした大
規模語学用リッチコンテンツ生成システム
を外国語教育一般に拡張するとともに，
AJAX を用いて教材の自由なカスタマイズを
可能にし，現代 GP で普及を図っている外国
人の日本語学習者と日本人の外国語学習者
との協調学習環境を整備することによって，
語学学習の革新を図ることにある。 
すなわち，研究目的は，次の三つにまとめる
ことができる。 
（1）現代 GP「ｅ－日本語」の教材生成シス
テムを拡張し，その適用範囲を拡げること
（多言語対応） 

http://jplang.tufs.ac.jp/


（2）AJAX を積極的に活用することによっ
て，クラス単位での教案，独自教育の実施を
容易にすることによって，利用者数を増やす
ことまた，オープンソース（OSS）として公
開すること（AJAX 活用） 
（3）外国語教材及び協調学習環境を拡充す
ることによって日本語を学ぶ外国人と外国
語を学ぶ日本人との協調学習を実現できる
環境整備を図ること（IJ 共学） 
 
３．研究の方法 
研究組織は，代表者の芝野が全体を統括し，
下図のようにシステム・評価班，外国語班，
日本語班の三つの班で構成する。 
【各研究班の役割】 
【システム・評価班】 
システム・評価班は，コンテンツ生成システ
ム及び LMS の拡張を行うとともに，学習履
歴を含む蓄積したログ情報の統計的検討を
外国語班及び日本語班とともに行い，結果を
システムの改善に活かす。また，実際の開発
に当たっては，システム・評価班で設計を行
い，プログラミングは，外注で行うことを基
本とする。 
【コンテンツ生成システムの拡張】 
現在の JPLANG システムでは，右図に示す
XML DTD を基本とし，音声再生や画像切り

替えを含むリッチコンテンツを XML ファイ
ルから生成している。JPLANG で生成して
いる Web ページは，現状で 3500 ページを超
え，30,000 を超える文及び音声ファイル
3000 を超える画像ファイルからなる。 
また，「かいわ」の各ページには，ロールプ
レイやディクテーションなどの制御，学習履
歴 の デ ー タ ベ ー ス へ の 格 納 を 行 う
JavaScript プログラムを含む 900 行以上と
なっている。 
この研究では，アジア言語の代表として韓国
語及びヨーロッパ言語の代表としてドイツ
語を対象とし，XML DTD の拡張及びそれに
伴う組込 JavaScript プログラムの拡張を行
う。 
【LMS 機能の拡張】 
LMS 機能の主な拡張は，研究目的（2）AJAX
活用及び研究目的（3）IJ 共学の二つの分け
ることができる。また AJAX の活用では，教

材及び教案のカスタマイズを容易にするた
めの機能拡張及び読み，書き，聞き，話すと
いう「語学の 4 技能」の教育を実現するため
に現在欠けている作文の添削及び Google 
docs が実現している教師と学習者又は学習
者間で一つの文書を同時に編集する機能の
実現がある。 

全体統括 芝野 システム・評価 芝野，佐野，市

川 
外国語 在間，野間

日本語 藤村，藤森，中村

実施組織図 

 「話し」の教育のために，LMS には，右
図のように LL 機能の一部として，サーバ側
で録音する機能を実現している。この機能は，
FlashMedia Serverのサービスを利用して実
現しているが，クライアント PC に CCD カ
メラがあれば，ライブビデオをもちいたテレ
ビ会議及びその収録も可能である。この研究
では，この機能を組み込むことによって，研
究目的（3）のインターネットを用いた語学
教育における IJ 共学の基盤を実装する。 
 【外国語班】 
 この研究では，日本語の場合と同様に，既
にできあがって定評ある教科書をもとに，す
べての文のネーティブスピーカの音声録音
の追加，画像・ビデオの追加及びハイパーテ
キストナビゲーションの追加を行う。コンテ
ンツ追加に当たっては，大学院生を研究協力
者として加える。 



 日本語教材では，教科書が多くの分冊に分
かれ，この分冊構造を基本として，ナビゲー
ションを生成した。しかし，ドイツ語，韓国
語など一般の教科書では，一つの教科書に異
なった技能取得を目的とする部分を含むこ
とが一般的である。この語学教科書のコンテ
ンツ化を実際に行うつつ構造分析を行い
XML DTD の拡張及び JavaScript プログラ
ムの拡張をシステム・評価班と行う。 
 また，JPLANG では，LMS 機能の一部と
して，マルチメディアを含むテスト機能を含
んでいる。既に実装している機能には，択一
選択，多肢選択，正規表現を可能とする穴埋
めに加えて，録音問題及び自由記述問題を含
む。録音問題及び自由記述問題の作成では，
採点基準を設定し，採点の際には，教員が採
点基準に照らして，採点することを可能とし
ている。 
 このテスト機能をドイツ語及び韓国語の
テストで用いることによって，課題・テスト
機能が日本語以外の言語及び日本人の外国
語学習で十分であるかを検証する。 
 また，ドイツ及び韓国の大学の日本語教育
機関と連絡を取り，それぞれの国の日本語学
習者と日本の外国語学習者との IJ 共学のパ
イロット的教育の検討を行う。 
【日本語班】 
 日本語班は，開発済みのコンテンツをクラ
ス毎にカスタマイズを行うこと及びテスト
の実施，評価を行い，システム及び既開発の
コンテンツの改良を行う。この改良に当たっ
ては，大学院生を研究協力者として加える。
（謝金，消耗品費） 
 また，他言語に先立って，作文の添削機能，

グループ学習機能などの LMS 拡張で必要と
する要求機能の洗い出しを行う。 
 現代 GP が終了する平成 20 年度以降は，
実際の利用状況をフィードバックし，拡張及
び改良を行う。 
 同時に，IJ 共学の検討を行う。 
 
４．研究成果 
 この研究では， Rail 2.0，Google Closure
ライブラリなどの 2009 年度時点での最新の
Web 技術に基づき，独自の語学教育用
e-Learning システムを開発するとともに，約
3,000 Web ページ，24,352 の音声，2,596 の
画像，及び 17 ビデオからなる日本語教材を
公開し，2006 年 4 月から 2009 年度末時点で
9,000 を超える登録利用者が世界 79か国 374
俊の 81,325 の異なる IPアドレスから 700 満
開を超えるアクセスがあるまでになった。 
 また，これらの成果は，下記のように，国
際学会で多くの報告を行った。 
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